
ご挨拶

株主の皆様へ

不二サッシは窓から夢をひろげていきます

　当連結会計年度の当社グループ（当社および連結子会社）の
業績は、主力とするビルサッシを中心とした建材事業分野におい
ては、ビルサッシ事業全体の物件数は減少傾向にある中、大型
都市開発などは増加傾向にあります。コスト面では、依然として
続く建設資材の高騰や地金価格の高止まりの影響を受けておりま
す。また、労働人口の減少に関連した工期変更などの影響もあり
事業環境の改善は見通せない状況が続いております。
　形材外販事業分野においては、加工品を中心に安定した収益
基盤の構築に向けて引き続き歩みを進めておりますが、物量の減
少など一部で懸念材料も見られます。
　一方、環境事業においては堅調に推移いたしました。このよう
な事業環境の下、全体としては減収となりましたがコスト上昇等
の影響を吸収し増益を実現いたしました。
　この結果、売上高1,014億7千万円、営業利益27億7千8百万
円、経常利益27億9千6百万円、親会社株主に帰属する当期純
利益20億3千2百万円となりました。

　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。
　このたび、当社の第45期（2025年4月1日から2026年3月31日まで）が終了いたしました
ので、「第45期定時株主総会 決議ご通知」および会社の状況等をご通知申しあげます。

● 事業別の概況について
　建材事業は、売上高716億3千9百万円、セグメント利益37億
5千2百万円と減収増益になりました。
　形材外販事業は、売上高225億2千2百万円、セグメント利益
2億6千2百万円と減収減益になりました。
　環境事業は、売上高33億2千3百万円、セグメント利益2億8
千5百万円と増収増益になりました。
　物流事業は、売上高33億1千8百万円、セグメント利益3億9
千5百万円と増収減益になりました。
　その他事業には、不動産等がありますが、売上高６億６千６百
万円、セグメント利益３億６千９百万円と増収増益になりました。
● 今後について
　原材料価格高騰や工期変更の影響により２０２６年度は売上高
１,０３０億円、営業利益２０億円の減益を見込むものの、中期経営
計画の最終年度となる２０２７年度は、収益力改善に取り組み、売
上高１,１００億円、営業利益３３億円の目標達成に向けた取り組み
を推進してまいります。

Fujisash Report
Vol.162025年4月1日 ▶ 2026年3月31日　証券コード：5940

代表取締役社長　江崎 裕之

連結業績ハイライト（単位：百万円）

詳細な情報は不二サッシ株式会社のホームページをご覧ください。
https://www.fujisash.co.jp/ 不二サッシ
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　当社は、サステナビリティビジョン2050の取り組みの一環として、低炭素アルミ建材「Reサッシ R100」「Reサッシ グリー
ン」の2製品について、一般社団法人 サステナブル経営推進機構（SuMPO）の環境製品宣言（SuMPO EPD※1※2）を新たに取
得いたしました。本認証の取得により、建設時に使用する建材のCO₂排出量※3等の環境負荷を客観的なデータとして提示する
ことが可能となり、低炭素建材を用いた建築物の環境価値向上に繋がります。

　Reサッシ R100はリサイクルアルミを100%投入した形材であり、新地金から製造した場合と比べ、形材製造時のCO₂排出
量を81%削減します。従来品と同価格で標準展開を進めています。Reサッシ グリーンは新地金の製造時に再生可能エネルギー
電力を使用する、リオティント社のグリーンビレット「RenewAl™」（リニューアル）の採用によりCO₂排出量を削減します。
当社は、建材を通じて環境に配慮した選択肢を広げることで、脱炭素社会に貢献する取り組みを継続してまいります。

低炭素アルミ建材「Reサッシ R100」「Reサッシ グリーン」が
環境製品宣言ラベル「SuMPO EPD」を取得
～サーキュラーエコノミーと再生可能エネルギーの両輪で進めるアルミ建材～

TOPICS 1

※1. �SuMPO環境ラベルプログラムSuMPO EPD（旧エコリーフ）は、一般社団法人サステナブル経営推進機構（SuMPO）が国際規格ISO14025に準
拠し運営・管理を行うEPD（Environmental Product Declaration：環境製品宣言）プログラムです。LCA（Life Cycle Assessment）手法を用
いて、製品の原材料調達から製造、輸送、使用、廃棄、リサイクルに至るまでのライフサイクル全体の環境影響を定量化し、第三者認証を与える
制度の1つです。

※2. �当社の取得した認証では、最上流のボーキサイト～形材製造までの環境負荷算定。
※3. �建築物を「つくる・直す・壊す」過程で排出されるCO₂を指す「エンボディードカーボン」が、建物の環境価値の評価指標として注目されています。

Reサッシ R100 : SuMPO-EPD-2512-47-1
Reサッシ グリーン : SuMPO-EPD-2601-86-1
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単元未満株式をお持ちですか？

　このたび当社は、神奈川県川崎市が
主催する「第14回スマートライフス
タイル大賞」において、当社の取り組
み「うんこドリルでエコな窓について
知ろう！」が奨励賞（環境教育貢献賞）
を受賞し、2月2日に表彰式が行われ
ました。「スマートライフスタイル大
賞」は、川崎市の市民や事業者のCO₂
削減に貢献する地球温暖化対策を推進
することを目的として2012年度から
実施されており、今年で第14回目の
開催となります。
　本取り組みは、株式会社文嚮社とコラボして制作した、小学生向けの啓発冊子「うんこドリル くらしと窓」を全国の小学校
に寄贈したものです。身近である窓の断熱性やリサイクル性など“エコな”側面も楽しく紹介・周知している点を評価いただき
ました。
　当社は今後も、不二サッシグループサステナビリティビジョン2050に基づき環境問題への理解促進および窓に関する教育・
情報発信を継続し、持続可能な社会づくりに貢献してまいります。

　当社は、愛知県豊橋市、国立研究開発法人防災科学技術研究所、国立大学法人東京大
学、国立大学法人東海国立大学機構名古屋大学および文化シヤッター株式会社との共同
研究「実建物を対象とする瞬時損傷判定技術の実証実験」の一環として、本研究にご協
力いただいている愛知県豊橋市立磯辺小学校で、出前授業を実施しました。

　単元未満株式（1〜99株）をご所有の場合、市場での売却はできないため、当社に対して、その単元未満株式の買取りを請
求することができます。お手続きの詳細は、口座を開設されているお取引証券会社等にお問い合わせください。 
　なお、特別口座に記録されている株主様は、特別口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社へお問い合わせください。
　当社では「単元未満株式の買取り」制度をご利用される株主の皆様の利便性を高めるため、同制度のご利用に伴い、当社に
支払う手数料を無料とさせていただいております。（お取り扱いの証券会社にて、別途手数料が発生する場合がございます。） 

株主名簿管理人特別口座管理機関　〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
（お問い合わせ先）　三井住友信託銀行株式会社 証券代行部　tel 0120-782-031（フリーダイヤル） 

単元未満株式では行えないこと
 議決権が行使できません。

 市場で売買ができません。

当社に単元未満株式の買取を
請求することができます。

うんこドリル紹介ポスター
写真左からCC川崎エコ会議会長足立氏、
当社サステナビリティ推進室安藤、同室長赤松、川崎市長 福田氏

第14回 スマートライフスタイル大賞 奨励賞（環境教育貢献賞）を受賞

「瞬時損傷判定技術の実証実験」 出前授業について
ー 実験には当社の光建材商品が使用されています ー

TOPICS 2

TOPICS 3

※ �瞬時損傷判定技術の実証実験では「LED光アラ－トシステム（開発中）」の実証も行われています。地震
の規模や建物の揺れ具合・被害の度合いを瞬時に可視化することにより、校舎等の避難所として使用の可
否判断をサポ－トする情報を防災担当者に提供する仕組みで、2024年10月～2027年3月の期間で実証
実験を行っています。なお、本システムのLED部分には当社の光建材商品が使用されています。 シンボルツリーとLED光アラートシステム
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議 案 剰余金の配当の件
本件は、原案のとおり承認可決され、期末配当金は１株につき３０円（前期に比べ５円増配）と決定いたしました。

見やすく読みまちがえ
にくいユニバーサル
デザインフォントを採
用しています。〒212-0058	 神奈川県川崎市幸区鹿島田一丁目１番２号

社 名 不二サッシ株式会社
FUJI SASH CO.,LTD.

本 社 神奈川県川崎市幸区鹿島田一丁目１番２号
創 業 1930（昭和5）年7月7日
資 本 金 1,709,609,300円
決 算 期 3月
従 業 員 数 891名 （連結 2,814名）
主 な 事 業 内 容 ● カーテンウォール、ビル用サッシ、

　 その他の建築材料の製造・販売・施工
● 各種アルミニウム製品の製造・販売・施工
● 一般・産業廃棄物処理プラントの製造・
　 販売・施工、他

役 員  （2026年6月26日現在)

代表取締役社長 江崎　　裕之
代 表 取 締 役 宮﨑　　恒史
取 締 役 新野　　伸宏
取 締 役 石井　　　浩　
取 締 役 土井　　和之
社 外 取 締 役 澤飯　　明広
社 外 取 締 役 濵﨑　　利香
社 外 取 締 役 宮越　　　極
常 勤 監 査 役 吉原　　和仁
社 外 監 査 役 山㟢　　浩一
社 外 監 査 役 小根山　祐二

本日開催の当社第45期定時株主総会において、下記のとおり
報告ならびに決議されましたのでご通知申しあげます。

報告事項

決議事項

配当金の
お支払

について

　第45期期末配当金（1株につき30円）は、同封の「第45期期末配当金領収証」によりお支払いいたしますの
で、払渡し期間中（2026年6月29日から2026年7月31日まで）に最寄りのゆうちょ銀行全国本支店および出張
所ならびに郵便局（銀行代理業者）でお受け取りください。
　また、銀行預金口座振込みをご指定の方は「配当金計算書」および「お振込先について」を、株式数比例配
分方式をご指定の方は「配当金計算書」および「配当金のお受け取り方法について」を同封いたしましたので、
ご確認ください。（株式数比例配分方式を選択された場合の配当金のお振込先につきましては、お取引の口座管
理機関（証券会社）へお問合せください。）

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月に開催
配 当 基 準 日 3月31日（期末）

9月30日（中間）
その他の基準日 上記の他、必要があるときは、

あらかじめ公告して定めます。
株主名簿管理人
および特別口座
の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

同事務取扱場所
郵 便 物 送 付 先

お 問 合 せ 先

東京都杉並区和泉二丁目8番4号
〒168－0063
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
電話 0120－782－031（フリーダイヤル）

単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告により行います。ただし、事故

その他やむを得ない事由によって電子公
告による公告をすることができない場合
は、日本経済新聞に掲載いたします。

公 告 掲 載URL https://www.fujisash.co.jp/

株主メモ

会社概要  （2026年3月31日現在)

第45期 定時株主総会 決議ご通知

1. 第45期（2025年4月1日から2026年3月31日まで）事業報告、連結計算書類ならびに会計監査人および監
査役会の連結計算書類監査結果報告の件

	 本件は、上記事業報告の内容、連結計算書類の内容ならびにその監査結果を報告いたしました。

2. 第45期（2025年4月1日から2026年3月31日まで）計算書類報告の件
	 本件は、上記計算書類の内容を報告いたしました。
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